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座標平面において、 )0,1(),0,1(),1,0( CBA とする。 
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これが直線 xy 1 に接するとき、 222222 )( babyaxb  に代入して 
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y に関する二次方程式 0)(2)( 22222  bybabyba が重解を持つから 
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このとき、対称性から、 xy 1 にも接する。 

 

楕円の面積は ab で与えられる。①より )1(
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増減は右の通りで、
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a のとき最大。 
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